
2182Aは、 �の��です。ケースレー

W32- 610GS MR2 ����

��

◆

34420Aは、アジレントテクノロジー�の��です。
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の�
���！ ��できる�� �� GP IB- ボード �


280,000�

W32-  610   -RGS   MR2

W32-  610   -NGS   MR2 NI�

GS610
2182A
2000+SCAN
34420A

ラトックシステム�

����

Windows7/8.1/10/11
(64bit )���
Excel2010/2013
2016/2019/2021
(32bit Only)�ナノボルトメータ

2182A( )KEITHLEY
34420A( )KEYSIGHT

��に���は�まれておりません。

$%&'*による;<で、>?$@による;<DFをMQし、UVXな[\]^;<をおこないます。

jkm$%での

]^q;<ru

vkm$%での

]^q;<ru

zソフトの$%&'*により、

>?$@によるDF~�をMQしたru

%&、'()を+,した/5'(67では、 から ;<の=き?なBCを%Bして67がEわれます。しかし、G67Hによっては、G67HのKL、0.1A 1.0A

またはNOをPくため、このような=きめなBCを%BできないVWがあります。このとき、Z 、または、Z での67BCで'(を67することになりますが、mA uA

67,\]ケーブル`のOaBbのcdを=きくeけるghとなります。

ijでは、67BCにklした、67される'(opqをrします。

67BCが5さいほど67vwが=きくなります。これは、67BCが5さいほどG6

7HのxyBzが5さくなり、OaBbのcdをeけやすくなることを|しています。

=きめの67BCで67したVWでも、G67Hの'(oがμΩ;<であれば�じ

ようにOaBbのcdを=きくeけることになります。

OaBbによるvwの=きさは、+,する\]��の�`、�さ、また��の�<��

に=きくklします。

�ソフトでは、BC���による67でOaBbによるvw��を��し、かつ、��q

�により、��ノイズや�<pqによるバラツキを5さく�えます。

ただし、+,する)6¢の£¤や¥<を¦えることはできません。

・67¢について。

この67では、G67HのxyBzはZμ 、¨はそれª«のBzになり、%&のV

デジタルマルチメータや、B²が³´するBz67µ¤では67が¶·なレベルです。

このように5さなBzを¥<¹く67するために、%&はナノボルトメータと¼ばれるBz

)を+,しなければなりません。

25.4560
DCV ACV

DCI ACI

ケースレー�

ナノボルトメータ 2182A

ケースレー�

マルチメータ 2000

/SCAN TCSCAN

アジレントテクノロジー�

ナノボルトメータ 34420A

GP IB-

4��;<に��

2182Aによる

��$�;<に��

34420Aによる

��$�;<に��

その�の;<�による

��$�;<に��

10Chスキャナーカードに��し、
���の$�や�Xの;<が��です。

�ソフトが��する���の��

;<$%の�$

�;< 

$�;<

GS610
SOURCE MEASURE UNIT

GS610は、 の��です。����

¡¢$� 610GS
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� !"を$%して、��	
の��を)なうことができます。

\$%による[\]^を;<しようとすると、°に±²のDF³´によりµしい]^qが;<できません。

1.;<�ケーブルで¹じる>?$@によるオフセット$�。
2.½¾ノイズによる;<qのバラツキ。
3.;<$�の�Ã�ÄÅやVXÄÅ。

Æzソフトを��しても、��する;<�がÉつ;<VXËÌの;<はできません。)

>?$@によるDF~�のMQ

[\]^をあまりÏきくない$%で;<しようとすると、
そのÑ�の$�はÒμ ÔXの$�になるÕÖがありV
ます。Øえば、 Ωの]^Ûを の�$で;<しよ1m 10mA
うとすると、]^ÛÑ�の$�は μ となり、この[\10 V
な$�をUVXに;<するÜ³があります。
しかし、$�;<のために��するケーブルのßàá
Ö�にはゼーベックäuによる>?$@がå¹し、そ
の$�~�がDF³´となります。その$�のÏきさ
は、��するケーブルやçèの�X��によってêな
りますが、Òμ になるÕÖがあります。V
そのため、��する;<ケーブルは、ëìでê�ßà
とのáÖをíけ、ï�ßàで、かつð@ñいケーブルを
��することがÜ³です。]^が\さいほど、また、;<
$%が\さいほど、>?$@のôõをÏきくöけることに
なります。÷øは、ùú$%をスイープして]^qを;<
したØですが、ùú$%が\さいと;<される]^qの
DFがýえることがÃります。

jkm$%での

]^q;<ru

vkm$%での

]^q;<ru

zソフトの$%&'*により、

>?$@によるDF~�をMQしたru

zソフトは、>?$@のDF~�をMQするために、3つのþ*をサポートしております。

ùú$%
ùú$%

ùú$%

;<$�
;<$�

;<$�

0
0

0

0
0

0

>?$@による
$�オフセット

>?$@による
$�オフセット

①$%&'*
jkmとvkmでそれぞれのkm
で$�を;<し、その¤¥qから
]^を�めます。

②ゼロ�µ*
$%ゼロのªの$�と、	
に
�$したªの$�のFから]^
を�めます。

�X��

③3��µ*
;<ìに�X��が�るÕÖに
�X���も�µします。

½¾ノイズによるバラツキのMQ

	;qのバラツキ

¤¥¦ ¨q

「$%&'*」「ゼロ�µ*」は、¤¥¦�Òを
�Ï100�まで�<が��です。
;<�への½¾ノイズの��に�する��を�
なうことが�zですが、MQできない;<qの
バラツキは、¤¥¦ ¨によって�<した;<q
を��できます。
÷øでは、ùú$%qを�<で「$%&'*」で
ï�の !Ûを"#し;<したØです。jkmで
の4�;<qの¤¥qと、vkmでの4�;<qの
¤¥qをさらに¤¥して]^qを$%しています。
�<した]^qが�られています。

◆

◆

ùú$%

]
^
;
<
r
u
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25.4560
DCV ACV

DCI ACI

610GS
4���<

GS610
2���<

GS610
2���<

GS610
2���<

KEITHLEY 2182A

Agilent 34420A

GS61089で4:;��の<= GS610+2182Aで��の<=

GS610+34420Aで��の<= GS610+そのC���で��の<=

;<$%の�$

�;< 

$�;<

;<$%の�$

�;< 

$�;<

;<$%の�$
;<$%の�$

�;< 
�;< 

$�;<
$�;<

DVM

��	
��のDEFH

;<$%を()しながらの]^;<Ø

;<$%を*<した]^;<Ø

;<$%リスト

;<$%q

]^qの;<ru

]^qの;<ru

;<�の	;q

;<�の	;q

jkm$%;<q

jkm$%;<q

vkm$%;<q

vkm$%;<q

zソフトでの;<ru

zソフトでの;<ru

2400が$�モードのÕÖ、;<qは$%qとÃ-されます。

また、$%モードのÕÖは、$�qとÃ-されます。

3/14



「 」ボタンをÂしたÃ、「 」SHIFT DIGITS
( )ボタンをÂします。GPIB
«Íのように「 」にして「GPIB ON ENT

」ボタンでÒ7します。ER

67¢の - アドレスをÖ×のアドGP IB
レスにØ7し「 」ボタンでÒ7ENTER
します。

67¢のラングエッジを「 」にØSCPI
7し「 」ボタンでÒ7します。ENTER

KEITHLEY 2182AのN�

KEITHLEY 2000のN�

「 」をÂして、「 」( )キーをÂして、SHIFT DIGITS GPIB

- を にØ7します。GP IB ON 「 」キーをÂして、アドレスをØ7します。ENTER

もう１<「 」キーをÂして、ラングエッジをENTER

「 」にØ7します。SCPI

�ソフトをOPするためにV!な���のN�

WXZ[

]^;<を�います。
この「67」タブをÞßして「 」ボタンをSTART

クリックすると、á7したBCoでの'(67や、

âbしたBCリストにãづいて'(Excelシートに

67をEうことができます。

シートのBCリストで67するVWは、êëExcel

にキーâbしておいてください。

�.は、このボタンで、��する��
の/0と、その - アドレスを�<しGP IB
てください。±²を23ください。

zÛのスイープ��を��した;<
この「スイープ」タブがÞßされているíに「ＳＴＡ

」をクリックすると、âbしたスイープñòにãＲＴ

ずきµ¢のØ7をEったÃ、スイープをõEしま

す。 スイープö÷Ã、そのghを Exceløにùú

みます。ùúデータは、üýのカーソルÿ�から

«��に�かってâbされます。

データのùúÃ、Excelシートøに、���に�

jをEいます。

モデル2430では、パルス�bも�¤です。

45«67して]^;<を�います。
「�
67」をÞßしたVW、「67」タブでØ7

した67ñòにãづいて�
���して'(6

7をEいます。

zÛのカスタムスイープ��を��した;<
この「 」タブがÞßされているíに「 」カスタム ＳＴＡＲＴ

��のカスタムリストに��されていをクリックすると、

る�bリストにãづいたスイープ67をEいます。

スイープö÷Ã、そのghをExceløにùúみます。

ùúデータは、üýのカーソルÿ�から«��に�

かってâbされます。

モデル2430では、パルス�bも�¤です。

「��のN�」のZ[

２xy67／４xy67の��をEいます。

67¢�� r 。が |されます

µ¢の - アドレスをØ7します。GP IB

GS610を+,するための�%�?をØ7します。 もし��なら、67¢に� な!ëをâbします。

「 / 」を にØ7します。AUTO ONV I

�bゼロでのインピーダンスをØ7します。

Excel�bのVWのボーズ%は�b&'を、 &'にZERO

したいVWにチェックをつけます。

&'のインピーダンスの のÞßは�)*の「�bZERO LO HI/

&'」のØ7でEいます。ZERO
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üýの67をö÷Ã、+í,-します。 「 」をÂＰＡＵＳＥ
したまま、「 」をÂすと、ステップ��になります。ＳＴＡＲＴ
23に「 」をÂしたÃに「 」をÂしても、ステップPAUSE ＳＴＡＲＴ
��になります。 「 」を4�すると、�� モードに5PAUSE 67
6します。 「 」タブがÞßされたときのみ、78です。67

�bを%9します。

)*を:5r|に�り�えます。

Bz�bするíは、;<BCをâbし
BC�bするíは、;<Bzをâbし
ます。 =>のVWは、µ¢?@にAじ
その�boにBCした2=の;<o
に���にØ7されます。

+,するµ¢の��がr|されます。

DE³のZoは - アドレスをrわGP IB

します。µ¢��と - アドレスのØGP IB

7は、「µ¢のØ7」ボタンでEいます。

'(を7BC67と7Bz67でÞß
します。
「Bz」�bでの'(67は、67µ¢
の「³F」「そのG」をÞßしたíだけです。

Exceløのデータを�bするíのHÿをØ7します。 Exceløの
データが「１００」で、「uA」をØ7すると、100uAが�bされます。

マニュアルレンジにチェックをMけると、
á7されたレンジにN7したレンジで
&に�bがEわれます。 O jがr|
されますから、レンジoをâbしてくだ
さい。âbしたoを�bする2Pな
レンジにN7されます。

67が した しますö÷ í、µ¢の�bを 。OFF
チェックをMけないと、Q÷í、�bは2Ãの�boでON
をRSします。

チェックをMけると、�bがパルス
�bになります。Ojがr|され
ますから、パルスのí�Tをâb
してください。
パルス�bにチェックをMけると、
「RSí�」がパルス�
に�り
�わります。

Bz/BCの�bRSí�をâbします。
=>のíは、67に��な25í�に
なります。パソコンのタイマでí�をWX
しますからあまり Ò ではありません。
パルス�bのVWは、パルス�
に�り
�わります。
0.05～9999]の^_でâbできますが、
Gの�bñòやパソコンの£¤により、
0.05]M`のí�はaれないVWが
あります。

「;<」タブを89した:、「 」ボタンで]^;<を;<します。START

「 *<%@」のチェックを½して、$%�(で]^;<を�うÕÖは、>?にExce

lシートに;<$%リストを�@しておくÜ³があります。その:、「%@�@」ボタンで、

���が%@するExcelシートÌのデータ�@ABをC<してください。

Ì ²�<をした:、「 」ボタンをクリックするとC<�@からjE±kmに$%START

qが%@され、その]^;<ruがFGのカーソル�@に�@されます。

「%@�@」ボタン23

�bするデータbcÿ�をá7します。
Exceløのカーソルを�bしたいbcÿ
�に�いてこのボタンをクリックします。
iのテキストボックスに、カーソルÿ�が
���にâbされます。
テキストボックスへは、ef、gâbも�
¤です。 テ キストボックスが=>の&'
では「 」できません。�ず、âbが��です。START

N7されたBC、またはBzで67

するíにチェックをMけます。

67 h%にµ¢にエラー

がNiしたVW、�bを

%9するñòをØ7しま

す。 )*でØ7します。O67に+,する67¢をá7します。

・³F

610をHjで４xy�での67のVGS

WにÞßします。

・2182A

2182Aを+,するVWにKEITHLEY

Þßします。

・34420A

Agilent34420Aを+,するVWにÞ

ßします。

・そのG

そのGの67¢を+,するVWに

Þßします。

67の��pZをá7します。

1～100pでá7します。

「��モード」にチェックをMけたVW、

A��だけで��q、 ��だけで

��qしたÃ、A��と ��のoを

さらに��qして'(oをq�します。

BC%BÃ、67rsまでのuv

í�をâbします。

67rsで、3pの67のíだけ、

%BÃの67rsまでのwちí�を

âbします。3pだけ、øÍの67u

ví�に qされます。

67ghを シートにâbするíのExcel

HÿをØ7します。

チェックをMけると、õ6oはExcelにâbされず、

q�した'(oだけがExcelシートにâbされます。

チェックをMけると、'(oを)qしないで、67¢の

67o(Bz/BC)をそのままExcelシートにâbします。

BCまたはBzの�b67oもExcelシートにâbします。

Þßした67¢のyz

Ø7をEいます。

	
��の^)

「;<Bz」のテキストボックスを

ダブルクリックすると、 {の;<Low

Bzをj~してØ7できます。

O)*がr|されます。

_)
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「��X」「�£��」「ゼロ� 」「デルタ ３�� 」からÞ( )

ßします。

「��X」H���での67。

「�£��」67ごとにBC��を�り�えて67。

「ゼロ� 」67とBCゼロを��に�り�えて67。

「デルタ ３�� 」67�にBC��を�り�えて３p67( )

をEいます。

�7oをâbします。
�7oを�れると、67o
は、��になります。

�7oを�れると67を
%9します。

ここにâbしたoが、67oから�かれて
シートにâbされます。Excel



67%、67oが&にExcelシートr|

されるように、Excelシートを���にス

クロールします。67%の�jをEって

いるとき、グラフがスクロールにより�れ

てしまい��WなVWは、チェックを�し

て67をスタートします。

67rsからの��í�をExcelシート

にâbします。

Gs610のyzをØ7します。

67データの�Mí�をExcelシートにâbします。

KEITHLEY2000の67も�íにEいます。

だけのµ¤です。(W32- 610 )GS MPX

Gの67¢の67も�íにEいます。

(�F67¢の�を��ください。)

67データのトレンドグラフを��します。

「�
�'(67」では、グラフは�jされません。

µ¢の�てのØ7&'をデフォールトのØ7に します。

(µ¢のù¡¢£¤を��)

âbした�てのñòをロード¥びセーブします。

「 l」タブをÞßし、データ�bをEうVWのリアルタイム�67
jの��をØ7します。

グラフのタイトルをÖ×にâbします。=>でもかまいません。

¨©のデータをá|します。

ª©のデータをá|します。

¨©?«の / をâbします。=>のVW、オートスMAX MIN
ケーリングされます。ただし、êëにoをâbし、N7スケール
にすると、�jが­®にEわれます。

ª©?«の / をâbします。=>のVW、オートスMAX MIN
ケーリングされます。ただし、êëにoをâbし、N7スケール
にすると、�jが­®にEわれます。

「グラフd」のZ[

67の¯�í�をØ7します。

ここでのâboが67í�の�さを°7し、âb�¤なRSí�(パルスT)にcdを±えます。

67するレンジを²7のレンジにN7するVWにチェックをMけます。

オートゼロを にします。ON

���で「ef」をghしたiのjkN�

���で「 」をghしたiのjkN�2182A

アナログフィルタを にします。ON

デジタルフィルタを にします。 にØ7したVW、そのñòをØ7します。ON ON

67レンジを / で��えます。 のﾁｪｯｸを�すとレンジâb,テキストAUTO MANUAL AUTO
ボックスがüれますからレンジをキーボードからâbします。¸¹なoをâbする��はあ
りません。âbされたoに+º`い１つøのレンジにØ7されます。

¯�í�をØ7します。

リファレンスµ¤を にし、そのリファレンスoをâbします。ON

Æ)H々のJKの��LNにつきましては、;<�の「User's Manual」を23ください。

67チャンネルをá7します。%&は「 1」をÞßします。DCV

2182Aの - アドレスをØ7します。GP IB

���で「 」をghしたiのjkN�34420A

Æ)H々のJKの��LNにつきましては、;<�の「User's Manual」を23ください。

¯�í�をØ7します。

67チャンネルをá7します。%&は「 1」をÞßします。DCV

¾Ø7�?は、67¢にM�するù¡¢£¤にÍ¿されている¢£Àを��ください。

67Ã、ü67oのO{のÁの67ÿ

�へ カーソルをÂ�します。Excel

3pの67oをÃみÄてます。もし、3pの67oが�Å7なVW、チェックをMけます。
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���で「そのC」をghしたiのjkN�

そのG67¢とは - でパソコンとf�されている��があります。GP IB
そのG67¢からÆられてくるデータのフォーマットは、 であり、ÇZのデータのVW(Max10É)、データ�はコンマでÊ�られている��がASCII
あります。
Ë1 ÇZのデータをeÌしたVW、�ソフトで+,するデータは、bcの1つだけで、それªÍのデータはÄてられます。)
Ë2)そのG67¢からのデータùりúみは、�ての67¢との%ÌをRÎするものではありません。

もし、67¢からデータをeけùるí、クエリーコマンドをêëにÆÌする��があるí、ここにÆÌする
クエリコマンドをâbします。ほとんどのVW、=>で です。OK
もし、マルチメータが コマンドÏÐのものでしたら、«Íのコマンドのどれかが+,されます。SCPI
: ?       : ?     : ?READ FETCH MEAS

67¢のデータeÌíにトリガが��なí、チェックをつけます。

そのG67¢の - アドレスをØ7します。GP IB

67rsëに、67¢にÆÌするコマンドがあるVWは、ここにâbします。 ファンクションやレンジ��えのコマンド
をâbします。 %&は=>です。

67¢のデリミタをØ7します。%&は、 + です。LF EOI

「 」,「"* "」,「Ö×コマンド」からトリガの��をÞßします。GET TRG
%&は、「 」のÞßをします。GET
「Ö×コマンド」をÞßしたVWは、トリガコマンドをテキストボックスにâbします。

67¢のデータにÚq�XをEうときにチェックします。 ÇZのデータがeÌされたVWは、その�ての
データに、«ÍにâbしたÚqがEわれます。

7/14

ùりúんだデータに、«ÍÚqをEったÃ、Excelへâbします。
Excelへのâbo = ( 67¢データ - B ) * A

ヘッダとしてExcelへâbするê�をここにâbします。
=>のVW、「�F」がâbされます。

67¢のデータはZoとして¡います。

67¢からÇZのデータがÆÌされるVW、データの
Ê�りÀÝをá7します。+Þ�には「コンマ」が+,されます。

KEYSIGHT 34401Aの�@Ø



���mリストを シートにrsするFHExcel

ßàをrsするëに、�bする67BCリスト

をª��にâbしておきます。

BCは、 から�bするVWはプラスoで、GS610

にáúむVWはマイナスoでâbします。Gs610

ßàの67ghが、このようにâbされます。グラフµ¤を

にØ7しておくと、���に�jがEわれます。On

このÿ�を�bÿ�にá7します。

�bデータは、 øのÖ×のÿ�Excel

にâb�¤です。

このÿ�にカーソルを�いて、ßàをrsしたVWのãです。

カーソルÿ�はÖ×ですが、67ghは、カーソルÿ�から

«��にâbされます。
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wf��� マルチメータ~ のN�FH( )

�F67¢とは - でパソコンとf�されている��があります。(«j)GP IB
�F67¢からÆられてくるデータのフォーマットは、 であり、ÇZのデータのVW(Max10É)、データ�はコンマでÊ�られている��がASCII
あります。Ë)�F67¢からのデータùりúみは、�ての67¢との%ÌをRÎするものではありません。

もし、�F67¢からデータをeけùるí、クエリーコマンドをêëにÆÌする��があるí、ここにÆÌする
クエリコマンドをâbします。ほとんどのVW、=>で です。OK
もし、マルチメータが コマンドÏÐのものでしたら、«Íのコマンドのどれかが+,されます。SCPI
: ?       : ?     : ?READ FETCH MEAS

�F67¢のデータeÌíにトリガが��なí、チェックをつけます。

�F67¢の - アドレスをØ7します。GP IB

ùりúんだデータに、«ÍÚqをEったÃ、Excelへâbします。
Excelへのâbo = ( 67¢データ - B ) * A

ヘッダとしてExcelへâbするê�をここにâbします。
=>のVW、「�F67¢」がâbされます。

67rsëに、67¢にÆÌするコマンドがあるVWは、ここにâbします。 ファンクションやレンジ��えのコマンド
をâbします。 %&は=>です。

67¢のデリミタをØ7します。%&は、 + です。LF EOI

「 」,「"* "」,「Ö×コマンド」からトリガの��をÞßします。GET TRG
%&は、「 」のÞßをします。GET
「Ö×コマンド」をÞßしたVWは、トリガコマンドをテキストボックスにâbします。

�F67¢のデータにÚq�XをEうときにチェックします。 ÇZのデータがeÌされたVWは、その�ての
データに、«ÍにâbしたÚqがEわれます。

�F67¢のデータをZoとして¡うか、ÀÝとして¡うか
のØ7をEいます。%&は「Zoデータ」にØ7します。

�F67¢からÇZのデータがÆÌされるVW、データの
Ê�りÀÝをá7します。+Þ�には「コンマ」が+,されます。

�F67¢がÆÌするデータZをセットします。

KEITHLEY 2000をOPする<=のN�

67レンジを / で��えます。AUTO MANUAL
のﾁｪｯｸを�すとレンジâb,テキストボックスAUTO

がüれますからレンジをキーボードからâbします。
âbされたoに+º`い１つøのレンジにØ7され
ます。

トリガ��をØ7します。
「 」FREE RUN
67%も &'をRSします。FREE RUN
「パソコン」
67í��にパソコンが67¢にトリガをÆÌします。
67¢は &'になります。HOLD
「�F」
67¢リアーのトリガリンクxyに�
してサンプリング
をEないます。

67のトリガディレイí�をâbします。
%&は、=>または「0」をâbします。スキャナカードを+,するときチェックをMけます。

サンプリングレートをØ7します。
= 0.01FAST NPLC
= 1MID NPLC
= 10SLOW NPLC

アベレージングµ¤を にします。ON

67¢��でØ7した - アドレスと�じoをØ7GP IB
します。

67ファンクションをØ7します。 BzBC, BzDC AC
BC, '(2]'(4],�<,�åZ,�
からÞß。

67データをæZÚqして、
そのghをExcelシートにâ
bします。O)*がr|され
ますから、æZA,BとそのÚ
qghのHÿをâbしてくだ
さい。

67oをExcelへâbするíのHÿをØ7します。
「õo」は、67ファンクションにより「V」「A」または
「Ω」のHÿでâbします。「æZÚq」を78にし
たVWは、このØ7は�çされます。

èBo67を にします。ON

��の��

67のファンクションで「�<」をÞßします。

OBBのタイプをÞßします。 K, J, T( )

�<のHÿをÞßします。 C,F,K( )

サンプリングレートをØ7します。
= 0.01FAST NPLC
= 1MID NPLC
= 10SLOW NPLC

���・��の��

67のファンクションで「�åZ」または
「�
」をÞßします。

67するBzレンジをØ7します。

アベレージングµ¤を にし、そのñòをON
Ø7します。

Æ だけの��です。)W32-2400MPX
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INPUTSENSE

HI

LO

Model 2000- Scanner  Card(10ch)SCAN
Model 2000- Scanner  Card(9ch)TCSCAN

DUT

DUT

DUT

Model 2000
MultiMeter

Ch-1

Ch-3

Ch-4

Ch-5

Ch-6

Ch-7

Ch-8

Ch-2

４��;<のrQ

４��;<のÕÖ

は、この「 」SENSE

ラインをSú�Q

します。

２��;<のÕÖ

は、この「 」INPUT

だけをrQします。

２��;<のrQ

２��;<のrQ

４��;<

２��;<

Model2000-SCAN スキャナカードをOPした��FH

67するチャンネルにだけにチェックをMけます。
67チャンネルは��している��はありません。

67ファンクションをØ7します。¾チャンネル�にêなったファンク
ションのØ7が�¤です。 た だし、��したチャンネルで�て�+
のファンクションにØ7すると®いスキャニング67が�¤になります。
そのVW、 Bzで の67に�するí�はë ]です。DC 10ch 1.1
1～5 では、４xy'(67のÞßが�¤ですが、４xy'(67をch
Þßすると、そのBになるチャンネルの+,はできなくなります。 ãえ
ば、 を４xy'(67にØ7すると は+,できなくなります。ch-2 ch-7

「 リレーカード��」にチェックをVけると、±²WYがZ[されますから、スキャン;<の\]を�<します。「リレーカード��」チェック
がVいた^_から±²WYをZ[するためには、�`チェックを½してからbXチェックをVけます。
� チャンネルの;<ファンクションfのサンプリングレイト やアベレージングiの;<\]は>?にþ�で�<しておく( , , )FAST MID SLOW
Ü³があります。

¾チャンネルの67oにÚq�XをEったÃ、 へのâbをEうExcel
VWは「Úq」にチェックをつけ、「æZ 」「æZ 」「Hÿ」にP�なoA B
をâbします。

へのâbo 67o æZ æZExcel = ( - B ) * A

スキャナカードのDE�

Æ) では、1chは��できません。TCSCAN
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���	
��を)う<=のN�

「67」タブで、N7�bにチェックをMけたíだけ「�
�'(67」が�¤になります。

また、67ñòは、�て「67」タブの)*でØ7したñòにìいます。ただし、グラフの�jはEわれません。

「 」ボタンをクリックして、õíに67をrsするまでのwちí�をâbします。START

ãえば、î�ï³にßðをâれ、ñ7の�<にòóするまでwってから67をrs

したいVWなどに+,します。

67のí��ôを３�`でØ7できます。67で+,する67ステップにチェックします。

í��ôをâbします。

í��ôのHÿを「]」と「�」で�り�えます。

67pZをâbします。

øÍでØ7した67í��ôと67pZから、�ての67をQ÷までのñ�í�

がr|されます。このí�がõ)qされるのは、âbしたテキストボックスからカーソ

ルをÂ�したときです。

67データのâbされた ブックを7
�にø¤きRlするíにチェックをMけます。Excel

そのÃ、Rlする67サイクルをá7します。

67データが、 シートの2«Eにòóしたとき、ÁのシートのbcにÂ�します。Excel

ÁのシートがないVWは、���にシートが��されます。

ただし、シートが20シートにòóすると、ßàをö;�にQ÷します。

�Mがp÷になったとき、üýのブックをRlしたÃ、øしいブックを��し、そのbcから

データをâbします。

データのâbされた ブックをRlするフォルダをá7します。Excel

バックアップRlされる ブック!のbcにMける!ùをâbします。Excel

ブックには、«Íの!ëが���にMけられます。Excel

バックアップ	
で ブックのファイル�Excel

" �のヘッダ" + "_" + ��� + "_" + ��� + ". "Book xls

�m��による	
���の_���

BCをú^_に�pしながら'(oの67をおこなうVW、67データをグラフによりû=r|すると、«ÍのようなüかなýwがþられるVWがあります。

これは、BzBCNi¢の�bレンジをオートレンジで67したVWに、レンジの�り�わり�でNiします。

このýwをÿぎたいVWは、�bレンジをN7レンジにして67をEってください。

:
�bがオートレンジのí、

レンジの��り�で、/5な

ýwがNiします。
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Bzスイープ/BCスイープを�り�えます。

スイープスタートBz/BCをâbします。

スイープストップBz/BCをâbします。
スイープのVWスタートとストップの��のLOG

�£は�じにしてください。

LINスイープの�、ステップ��/��を��し

スイープの�、��ステップ�を��しまLOG

す。��65 000までのステップ�の��が� ,
ですが、67とデータùúにí�を�しますから
あまり�くのデータのùりúみはお�めできません。
スイープデータを ステップ�をパソコンにùり100

úむのに�するí�は、ë１５]です。

+,するµ¢の��がr|されます。DE³のZ
oは - アドレスをrわします。µ¢��と -GP IB GP IB
アドレスのØ7は、「µ¢のØ7」ボタンでEいます。

リニア／ログのスイープを�り�えます。

スイープスタート／ストップoのâbのHÿを
Ø7します。

スイープをrsします。

Bz�bするíは、;<BCをâbしBC�b
するíは、;<Bzをâbします。 =>のVW
は、;<o にØ7されます。はOFF

チェックを$けると(�はオートレンジになり

チェックを7すと、�b^_をカバーする2P

なレンジにN7されます。

²�なê	が�い<りオートレンジでのスイープ

67はお�めできません。スイープ%にレンジp

÷がNiし67が
�されるVWがあります。

�bö÷í、µ¢の�bを にして�bをOFF
Q÷します。 チ ェックをMけないと、Q÷í、
�bは2Ãの�boで をRSします。ON

チェックをMけると、�bがパルス�bになり
ます。 « jがr|されますから、パルスのí
�T をâbしてください。とベースo
パルス�bにチェックをMけると、「RSí�」
がパルス�
に�り�わります。
67を�うパルス�bでは、25パルスTは、
. です。0 95ms

zÛのスイープ��を��した;<

この「スイープ」タブが89されているªに「ＳＴＡ

」をクリックすると、�<した\]に�ずき、�ＲＴ

�の�<:、スイープを;<します。

スイープst:、そのruをExcelÌに�vみます。

�vデータは、FGのカーソル�@から±km

にmかって�@されます。

スイープQ÷íの�boの&'をÞßします。

GS610�9のスイープ��をOPした��

���のスイープ��をOPした

����の�
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89�:

;<=>

;<=>

x�ª«でyまる

;<ª«

x�ª«でyまる

;<ª«

AUTO ZERO-

のÕÖON

AUTO ZERO-

のÕÖOFF

AUTO ZERO-

のÕÖON
AUTO ZERO-

のÕÖOFF

※1

67uví�のâbが7り、RSí�のâb>が=>のVW、67uví�と67

í�でRSí�は°7されます。

※2

RSí�のâbが7り、67uví�のâb>が=>のVW67í��がRSí

�の��に�るように、67uví�を���に)qしØ7します。

※3

RSí�、67uví�の��のâbが�いVW、67¢の2567uví�に

Ø7され、67í�からRSí�が°7されます。

パルスAB

パルスC

※1 パ ルスABの��EがFEのHJ、パルスC+ のパルスABにM<されます。100us

DC%@のÕÖのタイミングチャート|}

パルス%@のÕÖのタイミングチャート|}

「Excelデータのリアルタイム�b」のVW、«Íの「RSí�」は、パソコン{でí�をWXしますから、­¥<なí�は
wできませんし、

��しごとのí�のばらつきもNiします。

「Excelデータのリアルタイム�b」のVW、«Íの「パルス�
」は、パソコン{でí�をWXしますから、­¥<なí�は
wできませんし、

��しごとのí�のばらつきもNiします。

Bz／BCの¾ステップでの�bRSí�

をâbします。 パルス�bのVWは、パル

ス�
に�り�わります。

0.002～9999]の^_でâbできますが、

¯�í�、67uví�、パルスTにより

õíのRSí�はcdをeけます。

67の¯�í�をØ7します。

ここでのâboが67í�の�さを°7し、

âb�¤なRSí�(パルスT)にcdを

±えます。

67するレンジを²7のレンジにN7す

るVWにチェックをMけます。

オートゼロを にします。ON

�boØ7Ã、67rsまでのuví�をâb

します。

67する�? �íに、をÞßします。Þßをすると

その67oをExcelへâbするíのHÿをá7し

ます。

スイープ��をö÷し、67データをExcelシートに

ùりúんだÃ、���に�jをEいます。 の)*O

で、その�jñòをâbします。 , の>が=MAX MIN

>のVW、オートスケールで�jがEわれます。

スイープ67を�5で67します。

ヒステリシスの��に+,します。

「スタート」から「ストップ」までスイープしたÃ、2Ãの

Bzoで+�,-し、データをパソコンにùúみます。

この�、スイープデータZにCじだデータùúí�だ

けスイープが,-します。データのùúをQ÷すると、

「ストップ」から「スタート」に�かってスイープををõr

します。
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ExcelÌのデータを ( )スイープとして%@リスト プログラム
この「 」タブが89されているªに「 」リスト ＳＴＡＲＴ

をクリックすると、 610GS zÛに��されている

%@リストファイル「 」に�ってSunriseList.csv スイー

プを	�し、その;<ruをExcelÌに�vみます。

�vデータは、FGのカーソル�@から±kmにmか

って�@されます。

Excelシートより、Bzoとしてùりúむか、BC
oとしてùりúむかをÞßします。

ùりúむデータのHÿをØ7します。
ãえば、Exceløのデータが「100」で「mA」
をØ7したVW、100mAとしてùりúまれ
ます。

ExceløのZoデータ を 610リスト Ãんで、 ³FGS
にプログラムスイープリストを��します。
そのíのファイル!は、&に「 」SunriseList.csv
となります。
「 」ボタンにより、このリストによるスイープSTART
�bがおこなわれます。
Exceløのüýのカーソルÿ�から«��にデ
ータのùりúみをrsします。
セルが=>になるか、6,000Éになると、ùりúみ
をQ÷します。ùりúんだghは、«の�bº�
に��されます。

ExcelシートからùりúんだリストスイープデータZ
がr|されます。

リストスイープをrsします。
ここでのスイープñòは、�て「スイープ」タブの)*
でâbしたñòが�,されます。
・;<BC/Bz
・RSí�
・�bレンジ
・¯�í�
・67uvなどです。
���jµ¤はありません。

リストスイープと�íに67をEうときにチェック
をMけます。Bz67/BC67/ のどST;< れ

か つ+ のÞßとなります。

67ghをExcelへâbするときのHÿをØ7します。

f�されているµ¢の��をù�し、r|します。

�bと67のñòをâbするµ¢をÞß
します。DE³のZoは - アドレスをGP IB
rわします。 - アドレスのØ7は、GP IB
「µ¢の��」ボタンでEいます。

GS610�9のリストスイープ��をOPした��

ランダム��でスイープしたØ

�bBzå�

67BCå�
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� 

34420Agilent

KEITHLEY

Channel-1Channel-1

Channel-2

Agilent 34420のN�

34420zÛのメニューを89し、
インターフェイス1. = -GP IB

2. - ( =22)GP IBアドレス ��q
3. =ラングエッジ SCPI
を�<します。
LNは、 Vàの�����34420
を23ください。

‘Shift’+’>’ ’I/O ’KEY MENUで をZ[。

2 -.インターフェイスを に�<します。GP IB

1 - ( =22). アドレスを�<します。 ��qGP IB

3.ラングエッジを に�<します。SCPI



����

��	
��Pケーブル

/�

/�

/�

/�

/�

S4W-K1

S4W-R1

S4W-K2

S4W-R3

S4W-R2

ケルビン/

ケルビン/

4��/

4��/

<�

<�

<�

<�

<�

38,000�

36,000�

54,000�

16,000�

50,000�

á7には、ナノボルトメータVàの
�>?$@ケーブルが�ëÜ³です。

á7には、ナノボルトメータVàの
�>?$@ケーブルが�ëÜ³です。

á7には、ナノボルトメータVàの
�>?$@ケーブルが�ëÜ³です。

※１

※１

※１

※２

※２

※２

※３

※３

※３

2mm

14mm

1.5Φまで

8Φまで

7Φまで

4さ �1m

4さ �1m

4さ �1m 4さ �1m
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��	
��Pケーブル-2

/�

/�

/� /�

S4W-K1W

S4W-R1W

S4W-K2W S4W-R2W

ケルビン/

ケルビン/

4��/

4��/

<�

<�

<� <�

40,000�

38,000�

58,000� 54,000�

á7には、ナノボルトメータVàの
�>?$@ケーブルが�ëÜ³です。

á7には、ナノボルトメータVàの
�>?$@ケーブルが�ëÜ³です。

※１

※１

※２

※２

※３

※３

4さ �1m

4さ �1m

4さ �1m 4さ �1m

¨Pワイヤーハーネス ­めf��®P/ 20mV±²�³��

����

※１
※２

※３

2mm

14mm

1.5Φまで

8Φまで

7Φまで

OUTPUT

OUTPUT

OUTPUT

OUTPUT

SENSE

SENSE

SENSE

SENSE

(FORCE)

(FORCE)

(FORCE)

(FORCE)

+

+
+

+


